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診療参加型臨床実習
におけるCC-EPOCの運用について
(2026年1月1日以降に診療参加型臨床実習Ⅰを

開始する学生対象)

1



現場での観察評価（評価表を用いて指導医が評価）

・簡易版臨床能力評価（mini-CEX： mini-Clinical Evaluation exercise） 
・臨床手技評価（DOPS： Direct Observation of Procedural Skills） 
・症例の担当に関する評価（CbD： Case-based Discussion） 

アンプロフェッショナルな学生の評価（問題行動・態度記録）

SEA（Significant Event Analysis）
（事例や症例を振り返り・言語化し、今後の改善を提言）

ポートフォリオ評価（実習記録に基づく評価）

看護師等の多職種による360度評価（自由記載）

患者による評価（患者からの感想・意見）

診療現場評価（Work-based assessment）

フィードバックと一体になった形成的評価 ＆ 総括的評価
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経験内容の確認依頼
指導力の評価

能力評価
経験内容確認

大学
大学病院
実習協力機関

臨床実習カリキュラム評価
大学病院、実習協力機関評価

臨床実習修了認定 360度評価

教員
医師

患者・家族

医師以外の
医療職

学生医

360度評価

CC-EPOCサーバ

１．卒前臨床実習（医学生）と卒後臨床研修（医師）の
経験・能力評価をシームレスに連携

２．患者と家族による医学生評価機能

医学生の臨床実習の記録を
スマホで収集する情報システム

CC-EPOC：Clinical Clerkship E-POrtfolio of Clinical training
卒前学生医用オンライン臨床教育評価システム

国立大学病院長会議 EPOC運営委員会

2022年 実習生が学内で使用開始
2024年1月～ 学内実習で本格施行
2025年1月～ 学外実習でも順次導入 3



１）管理者（＝カリキュラム管理担当者、実習機関担当者）
（１）事務担当：医学部学務課第一教務係（学部教育担当）
（２）教員担当：医学科教務委員長、臨床実習部会長、

医療教育学分野教授、准教授（医学教育IR室長）

２）CC-EPOCデータ管理・活用
データ閲覧・集計・分析によりプログラム評価・改善に活用

臨床実習手帳に代わる実習記録＆形成的評価・フィードバックの
ツールとして使用

学生氏名が特定される形でのデータ提示は行わない

３）CC-EPOCを使用する指導医
各臨床実習担当分野から第一教務係（学部教育担当）へ指導医
登録を依頼

４）医学教育モデル・コア・カリキュラムとの関係
平成２８年度改訂版準拠のため令和４年度改訂版とは一部異なる

CC-EPOCシステム運用全体について
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記録必須項目
１）臨床推論（症候/病態）：実習履歴確認・症候/病態からの記録
２）診療の基本
３）追加項目（満足度、優れた指導医）・・・・クリクラⅠのみ
４）基本的臨床手技（一般手技、外科手技、救命処置、検査手技）
５）EPA（臨床実習で学生を信頼し任せられる役割）
６）学生医による評価（診療科・病棟、医療機関、科目全体）

必要に応じて記録する項目
１）mini-CEX(Mini-Clinical Evaluation Exercise) / DOPS(Direct 

Observation of Procedural Skills) / CbD(Case-based Discussion)

現時点での使用は任意とする項目
  １）実習メモ・教員等からのコメント
２）その他の実習活動の記録
３）教員・医師評価

現時点では使用しない項目
  １）フィードバックの参照
２）３６０度評価

CC-EPOCで使用する項目について（臨床実習生）
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https://cc-epoc.umin.ac.jp/staff.html

CC-EPOCログイン画面

クリック

クリック

CC-EPOCへのログインと
メニューバー表示の方法
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メニューバー表示



【概要】学生が経験した症例や症候の登録

【目的】学生は臨床実習記録および振り返りに使用。指導医は臨
床実習の現状把握のために学生の入力内容を閲覧。

【学生】各分野の実習ごとに経験した患者（受持患者や外来等で
自分が実際に診察した患者）を入力。指導医を選択しメールによる
承認を依頼。指導医からの差し戻し症例を確認。

【指導医】学生の入力内容を承認。「評価依頼の確認」画面で承認
待ちの状況を確認。

（注）承認を行う指導医は事前に学生へ通知。

臨床推論（症候/病態）
「cc-epoc学生医用マニュアル20210512」4～7ページの「実習履
歴確認・症候/病態からの記録」、「差し戻し症例の確認」を参照
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【概要】医学教育モデル・コア・カリキュラムの「医師として求められる
基本的な資質・能力」（9領域および各下位項目）の学生自己評価
および指導医評価

【目的】学生による自己評価・振り返り。指導医による形成的評価。
（注）臨床実習の最終成績（総括的評価）とは必ずしも一致しない。

【学生】各分野の実習終了時に自己評価を入力。指導医評価を閲覧。

【指導医】指導医評価を登録。登録画面から「自己評価を参照」で
学生の自己評価結果を閲覧できる。

（注１）各領域の▽マークをクリックすると下位項目登録画面が表示。
（注２）学生が評価登録する前に指導医評価登録を行うことも可能。

学生から指導医への評価登録依頼はない。
（注３）実習担当分野は評価登録を行う指導医を事前に決めておく。

診療の基本
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「cc-epoc学生医用マニュアル20210512」8ページの
「診療の基本」を参照



「診療の基本」登録画面

臨床実習開始前のレベル
臨床実習開始時のレベル
臨床実習の中間時点で期待されるレベル
臨床実習修了時（卒業時）のレベル
臨床研修の中間時点で期待されるレベル
観察機会なし

ここをクリックすると
下位の評価項目が開く

評価基準
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【概要】診療参加型臨床実習ⅠおよびⅡの各診療科において、
経験症例数、熱心な指導・優れた指導を受けた指導医および
実習の満足度を入力する（徳島大学独自の項目）。

【目的】指導医による臨床実習の現状把握とその改善への活用。

【学生】各分野の実習が終了する度に登録。

【指導医】「診療の基本」画面の「追加項目参照」で学生による登録
内容を閲覧可能（学生氏名を含む）。登録作業無し。

（注１）学生による登録データを分野内で共有してもよいが、
学生氏名が特定される形でのデータ提示は不可。

（注２）学生の登録内容を成績評価に使用してはならない。

追加項目
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診療参加型臨床実習ⅠおよびⅡの両方で使用



【概要】学生が経験（見学、介助、実施）した基本的手技（一般手技、
外科手技、救命処置、検査手技）の自己評価・他者評価。

【目的】学生による臨床実習記録・自己評価・振り返り。指導医による
臨床実習の現状把握および学生の形成的評価。

【学生】経験した基本的臨床手技がある場合にその自己評価を登録。
自己評価、他者評価を参照。

【指導医】学生に基本的臨床手技を経験させた場合に他者評価登録。
自己・他者評価を参照。登録されている指導医全員可能。

（注１）学生から指導医への評価登録依頼はない。
（注２）自己評価、他者評価のいずれも、各分野別ではなく、

入力の度に順次上書き更新（表示されるのは最新の評価結果、
その入力日、他者評価の入力者）。

基本的臨床手技
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「cc-epoc学生医用マニュアル20210512」9ページの
「基本的臨床手技の登録/参照」を参照



「基本的臨床手技（一般手技）」
登録画面

経験無し

見学

介助できる

教員等の直接の
監督の下でできる

教員等がすぐに
対応できる状況下
でできる

評価基準
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「基本的臨床手技（外科手技）」登録画面

経験無し

見学

介助できる

教員等の直接の
監督の下でできる

教員等がすぐに
対応できる状況下
でできる

評価基準
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「基本的臨床手技（救命処置）」登録画面
経験無し、見学、介助できる、教員等の直接の監督の下でできる
教員等がすぐに対応できる状況下でできる

評価基準
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「基本的臨床手技（検査手技）」登録画面

経験無し

見学

介助できる

評価基準

教員等の直接の監督
の下でできる

教員等がすぐに対応
できる状況下でできる
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【概要】修得した役割の自己評価および他者評価（指導医評価）

【目的】学生による自己評価・振り返り。指導医による形成的評価。

【学生】担当した役割がある場合に自己評価を登録。自己評価、
他者評価を参照。

【指導医】学生が担当した役割がある場合に他者評価を登録。
自己評価、他者評価を参照。登録されている指導医全員可能。

（注１）学生から指導医への評価登録依頼はない。
（注２）実習担当分野は評価登録を行う指導医を事前に決めておく。
（注３）自己評価、他者評価のいずれも、各分野別ではなく、入力の

度に順次上書き更新（表示されるのは最新の評価結果、
その入力日、他者評価の入力者）。

EPA（臨床実習で学生を信頼し任せられる役割）

「cc-epoc学生医用マニュアル20210512」10ページの
「臨床実習で学生を信頼し任せられる役割の登録／参照」を参照
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EPA（臨床実習で学生を信頼し任せられる役割）登録画面

経験無し、見学、介助できる、教員等の直接の監督の下でできる
教員等がすぐに対応できる状況下でできる

評価基準
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【概要】指導医が学生を直接観察して評価＆フィードバック。

【目的】診療現場での形成的評価およびフィードバック。

【学生】指導医評価を確認、「評価者と合意した学習課題」を入力。

【指導医】該当する評価項目を実施した場合にその評価を登録
mini-CEX：簡易版臨床能力評価（診察評価）
DOPS：臨床手技評価
CbD：症例担当に関する評価（患者マネジメント評価）

【主に実施する診療科】
Mini-CEX：医療面接・身体診察を行う診療科

（特に内科、小児科、精神科、産婦人科、総合診療科等）
DOPS：臨床手技を行う診療科
CbD：学生が受け持ち患者を担当する診療科

mini-CEX / DOPS / CbD
「 「cc-epoc学生医用マニュアル20210512」 」13ページの
「mini-CEX/CbDの登録／参照」を参照
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「mini-CEX」 登録画面

臨床実習開始前のレベル
臨床実習開始時のレベル
臨床実習の中間時点で期待されるレベル
臨床実習修了時（卒業時）のレベル
臨床研修の中間時点で期待されるレベル
臨床研修の終了時点で期待されるレベル
観察機会なし

評価基準

学生が患者診察を行っている際に評価
“診療現場で行うフィードバック付きのOSCE”

学生が入力

「mini-CEX/DOPS/CbDの登録／参照」画面の評価法でmini-CEXを選択
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臨床実習開始前のレベル
臨床実習開始時のレベル
臨床実習の中間時点で期待されるレベル
臨床実習修了時（卒業時）のレベル
臨床研修の中間時点で期待されるレベル
臨床研修の終了時点で期待されるレベル
観察機会なし

学生の臨床手技を直接指導
する指導医がその場で評価

「DOPS」 登録画面
「mini-CEX/DOPS/CbDの登録／参照」画面の評価法で「DOPS」を選択

学生が入力



「CbD」 登録画面

臨床実習開始前のレベル
臨床実習開始時のレベル
臨床実習の中間時点で期待されるレベル
臨床実習修了時（卒業時）のレベル
臨床研修の中間時点で期待されるレベル
臨床研修の終了時点で期待されるレベル
観察機会なし

「mini-CEX/DOPS/CbDの登録／参照」画面の評価法で「CbD」を選択

学生を直接指導している指導医が
学生のパフォーマンスを観察し、
受け持ち患者のマネジメントに関する
評価を行う
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臨床推論
（症候/病態）

診療の
基本

追加項目
基本的
臨床手技

EPA
Mini-CEX

DOPS
CbD

登録のタイ
ミング

各分野ごと
（必須）

各分野ごと
（必須）

クリクラⅠ
各分野ごと
（必須）

経験手技
がある場合
（随時）

随時
指導医が
評価を実
施した場合

学生による
登録項目

経験症例・
症候

自己評価
経験症例数、
優れた指導
医、満足度

自己評価 自己評価 学習課題

学生からの
承認依頼

あり － － － － －

指導医の
承認・評価
登録

あり
（必須）

あり
（必須）

データ閲覧
のみ

あり
（手技を実施
した場合）

あり
（該当する

評価項目が
ある場合）

あり
（評価を実施
した場合）

登録する
指導医

学生から

依頼を受け
た指導医

各分野が
決定

（教育主任等）

－
臨床手技
の指導医

各分野が
決定

（教育主任等）

直接の
指導医

登録データ
各分野別
に残る

各分野別
に残る

各分野別
に残る

最新データ
に上書き

最新データ
に上書き

各分野別
に残る

臨床実習生が積極的に使用するCC-EPOC項目のまとめ
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学生による評価項目

いずれも記入した学生が特定される形では公開されない

１）教員・医師評価
指導教員の評価ができる
記載内容は第一教務係のみ確認

２）診療科・病棟評価
各診療科の実習終了ごとに記録

３）実習医療機関単位評価
実習を行った医療機関についての評価を入力
診療参加型臨床実習Ⅱのみ

４）実習科目全体評価
診療参加型臨床実習Ⅰ・Ⅱを通して実習全体に
関する評価を入力



現時点での使用は任意とする項目

１）実習メモ・教員等からのコメント
個人用メモあるいは指導医も閲覧可能なメモとして利用
指導医からのコメントを閲覧可能（他の指導医も閲覧可能）

２）その他の実習活動の記録
学生が記録しておきたい臨床実習での活動内容を登録。
指導医は学生氏名と登録内容を参照できる。
学生の成績評価には使用しない。
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実習中の覚書や学生と教員（指導医）とのコミュニケーションに利用

「実習メモ・教員等からのコメント」登録画面 任意使用
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診療科名のみを選択して、
教員等を選択しなければ、
個人用の実習メモとして
利用可能（教員・指導医は
閲覧できない）。

教員等を選択すると、選択した
教員が学生による登録内容を
閲覧可能になる。

教員 学生



現時点では使用しない項目

１）フィードバック参照
管理者がフィードバック内容を登録する必要があり、
自動的に参照できるものではないため使用しない。

２）３６０度評価
看護師、患者へ評価を依頼する必要があるため、
学生、指導医共にCC-EPOCに慣れた時点で
使用開始予定。
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卒前学生医用
オンライン臨床実習評価システム (CC-EPOC)

徳島大学医学部医学科作成

運用マニュアル
ver.2025_1128

（2026年1月1日以降に診療参加型
臨床実習Ⅰを開始する学生対象）

Clinical Clerkship E-POrtfolio of Clinical training

CC-EPOC利用にあたっての詳細は、
「cc-epoc学生医用マニュアル20210512」を
参照してください



• 臨床実習での経験・評価の記録ツールです。

•臨床実習で何を経験したか？
•臨床実習で何がどの程度できるようになったか？
•現在の評価は？ 過去の評価は？

• 自分がどれくらい進歩・成長したかが分かる

CC-EPOCとは？

※CC-EPOCはスマートフォンで入力すること
を前提として作成されていますが、
PCやタブレットなどでも使用可能です。
スマートフォンのセキュリティ設定が不完全な
場合は、セキュリティ設定ができている端末を
使用してください。



参照できること

•記録した自己評価（診療の基本、基本的臨床手技、EPA）、
経験症例（臨床修論）、その他の実習活動記録

•教員からの評価・コメント（診療の基本、基本的臨床手技、
EPA、実習メモ）

•フィードバック

•実習履歴

（注）現時点では部分的運用のため、すべては実施できません



1. 以下のURLかQRコード，
または「CC-EPOC」で
web検索する。

https://cc-
epoc.umin.ac.jp/staff.html

2. 「学生医」からログイン
する。

ログイン方法

注１：
ログインには実習開始前に
配付する（した）UMIN-ID
とPWが必要になります。

注２：１回目のみ同意書が
表示されます。

https://cc-epoc.umin.ac.jp/staff.html
https://cc-epoc.umin.ac.jp/staff.html
https://cc-epoc.umin.ac.jp/staff.html


【各診療科の実習終了ごとに記録】
①経験した症例を登録します
（EPOC症例ID、性別、症候/病態、
担当日、担当時年齢、診療科、診療
の場を選択・入力）［必須］
※EPOC症例IDは、採番ボタンを押下す
ると自動で取得されます。
※承認依頼を行う指導医の選択について
は別途通知する。

②指導教員が確認し、差し戻された
症例が表示されます。
③「診療の基本」は診療参加型臨床
実習Ⅰ・Ⅱを通して、全ての診療科
で入力します。
「追加項目」も診療参加型臨床実習
Ⅰ・Ⅱともに入力します。
［必須］
「診療の基本」では基本的な資質・能力
の到達度について自己評価を登録し、
「追加項目」では、経験症例数、熱心な
指導・優れた指導を受けた指導医および
実習の満足度を入力する。
入力された内容は、学生氏名を含め、臨
床実習担当分野が参照することが可能で
す。

⑪実習を行った診療科についての評
価を入力します［必須］
※特に記載事項がない場合は、フリーコ
メントは空欄としてください。（「特に
なし」のような記載はしないでくださ
い）

入力項目①

自分の名前と
IDが表示されます

①
②
③
④
⑤

⑥
⑦
⑧

⑨

⑩
⑪
⑫
⑬

⑭
⑮
⑯



【診療参加型臨床実習全体を通して随時記録】

④経験した基本的臨床手技等がある
場合に、自己評価を入力します［必
須］

⑤基本的な診療業務がどの程度実施
できるようになったかについて、自
己評価を入力します［必須］

⑫（診療参加型臨床実習Ⅱのみ）

実習を行った医療機関についての評
価を入力します［必須］
※同一の医療機関にて、複数の診療科で
実習を行う際は、状況に応じて評価を上
書きしてください。

※特に記載事項がない場合は、フリーコ
メントは空欄としてください。（「特に
なし」のような記載はしないでくださ
い）

【診療参加型臨床実習全体の終了時に記録】

⑬診療参加型臨床実習Ⅰ・Ⅱを通し
て、実習全体に関する評価を入力し
ます［必須］

入力項目②

自分の名前と
IDが表示されます

①
②
③
④
⑤

⑥
⑦
⑧

⑨

⑩
⑪
⑫
⑬

⑭
⑮
⑯



【必要に応じて記録】

⑦mini-CEX、DOPS、CbDについて、
指導医による評価を受けた場合にそ
の評価を参照するとともに「評価者
と合意した学習課題」を入力してく
ださい。

⑧教員が入力した自分への評価が確
認できます。

【その他、任意で入力するもの】
⑥個人メモを登録したり、指導教員
とコメントのやりとりができます
［任意］。
⑨講習会や学会参加など、記録して
おきたい実習活動を記録できます
［任意］。
⑩指導教員の評価ができます。評価
した内容は管理者（第一教務）のみ
確認ができ、指導教員には公開され
ません［任意］。

⑭メディカルスタッフや患者さんか
ら評価をもらう際に使用します（現
時点では運用せず） 。
⑮フィードバックの参照ができます
（現時点では運用せず） 。
⑯自分の実習履歴や実習ブロックの
日程が確認できます。

入力項目③

自分の名前と
IDが表示されます

①
②
③
④
⑤

⑥
⑦
⑧

⑨

⑩
⑪
⑫
⑬

⑭
⑮
⑯
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